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令和７年３月
令和６年度　八王子市立上川口小学校
学校経営報告書
八王子市立上川口小学校

校　長　　　市川　利幸
Ⅰ　今年度の重点取組と自己評価　　　自己評価…… ◎:成果 大  〇：成果 あり　△：課題
	＜＜ 重点目標 ＞＞
	＜＜ 自己評価 ＞＞

	1 学習規律と学習習慣を確立する
「学びの構え」の徹底と基礎的・基本的な学力の向上
1 学びに向かう３つの構え「身構え・心構え・物構え」の指導を徹底し、発達段階に応じた学習規律と学習習慣を身に付けさせる。
2 学習の自立と自律を目指し、一人一台の学習用端末を活用した学習の更なる充実を図る。
3 フォローアップタイム（２０分補習）を活用した放課後の学習支援による確実な学びの定着を目指す。
4 「はちおうじっ子ミニマム」の結果を踏まえて、学習の定着の見直しを図る。
２ 共によりよく生きようとする自治的・自主的な態度の育成
1 特別活動から「人と関わる力」の向上を図り、感謝の気持ちとみんなのために役立つ喜びを味わわせる。
2 小規模校の特性を生かした「自治の力」の醸成により、責任と役割を成し遂げる力を育む。
3 「児童の心理的安全性を高める学級経営・専科経営」を校内研究の主題に定め、教員の学級経営における指導力の向上を図る。
３ 「上川口 美山 にっこりプラン（小小連携）」３年目の推進
1 数年後の川口中学校への進学を見通し、小規模２校（上川口小・美山小）の交流活動を低学年から積み重ねることによる、緩やかな人間関係の構築を図る。
2 令和４年度の開始時より実施プログラムを段階的に増やし、各学年の連携行事（生活科見学、理科見学、社会科見学）と全校交流会、中・高学年の合同体育授業、合同演劇鑑賞教室の確実な実施。令和６年度より始める第５学年静岡移動教室、第６学年日光移動教室の合同開催等、丁寧な連携と計画で実施する。
４ 人権意識を高め、道徳的な心情や実践力を身に付ける
1 あいさつ、正しい言葉遣い等、望ましい生活習慣や社会的ルールについて、教職員が率先垂範するとともに具体的な場面を想定した指導に心がけ、規律と思いやりのある生活を送れるよう支援・指導を実践する。
2 「特別の教科 道徳」において、教科書とノートを効果的に活用しながら考える道徳、議論する道徳の実践を図り、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育成する。
3 「八王子市いのちの大切さを共に考える日」として、７月に「SOSの出し方に関する教育」、11月に「上川いのちの日」の取組を実施する。
５ 組織的で計画的な生活指導を通し、
安心・安全な学校を目指す
1 学校いじめ対策委員会（毎週金曜日）は全教員・都スクールカウンセラー・特別支援教室巡回指導教員、専門員が集合して実施。いじめ・不登校案件だけでなく、生活指導上の気付きについても共有する場に位置付ける。
2 「学校はいじめを絶対に許さない！」という明確なメッセージを強く発信するとともに、全児童を全教職員で見守る。差別、偏見、いじめ、生命に係る言動や行動の予防、認知、組織的な指導を推進し、「迅速・的確・誠実」な対応から安心できる学校づくりの推進する。
3 交通安全、災害時の安全の徹底。また、日常におけるデジタル機器の利用は日々深化しており、生活にも学びにも不可欠である。小学校をデジタル・シティズンシップの基礎段階の場として、「自分で適切に判断ができる力」を育むことを重視する。
６ 児童一人一人を大切にした相談体制と
特別支援教育の充実
1 相談できる大人の存在を大切にするとともに、都スクールカウンセラーによる全児童面談を、年３回（各学期１回）実施する。また、特別支援教育（「みのり教室」巡回指導教員、特別支援教室専門員）担当と学級担任の連携を重視した校内における相談体制の充実させていく。
2 学習する上での障害や、困難さを取り除く合理的配慮のある手だてを講じ、ユニバーサルデザインの考えに基づき、「学習の見通しをもたせる」「学習できる環境を整える」ことを推進する。
3 特別支援教育コーディネーターを中心に、特別支援教室専門員、都スクールカウンセラー、巡回指導教員、養護教諭、管理職との連携を密に行い、行動観察や校内支援委員会による組織的、計画的な指導と支援の実施。
７ 地域に根差した学校教育を通して、「子供たちの元気を地域に広げる」
1 豊かな自然環境を生かした野鳥・自然観察、稲作体験、里山ウォークラリー等、自然や動植物の生命を尊重し、環境保全に努め、「地域の特色を価値に気付く学び」の充実を図る。
2 地域の伝統文化を生かした「上川子ども獅子」を継承し、地域で披露する活動を通じ、伝統文化と郷土を大切にする心情を育成し、人に伝える力の向上を目指す。
８　開かれた学校、信頼される学校づくりに向けた
家庭・地域との連携
1 積極的な教育活動の情報発信に努め、学校だより（月１回）、学級・専科だより（月２回以上）、HP学校日記（週２回以上）、配信メールなど常に情報の発信と更新する。
②  就学前教育施設やフリースクール、放課後デイサービス等の施設との情報交換、地域のゲストティーチャーとの継続的な授業連携を推進し、この地域で育つ子どもたちの拠点としての学校の役割を果たす。
９ 教育公務員としての「使命感」と「服務の厳守」。
1 学校経営計画の実現や学校危機管理においては、全教職員が一丸となって取り組む。「働き方」の見直しと、意図的・効果的な校務の遂行は、教職員組織全体の活力と直結することとして捉える。
2 教職員一人一人が役割と責任を自覚し、報告・連絡・相談・記録を徹底するとともに、各分掌におけるライン系統を明確化することにより、互いに支え合い補完し合える学校組織としての強化を図る。
3 人権教育理解研修、服務事故防止研修、危機管理研修、体罰防止研修等を定期的に実施し、教育公務員としての自覚と資質の向上を図り「服務事故ゼロ」の貫徹を目指す。

	①②〇
全教員が、基礎基本の定着に必要な要素として取り組んでおり、３つの構えが学習の自立と自律には欠かせないものとして共通認識している。一人一台の学習用端末を活用した学びは、全学年を通して日常化している。
③△
フォローアップタイムの活用は、学年による差異が見られている。更なる成果を上げたい。
④〇
年２回のミニマムは、「この学年でできるようにしよう」という意識が子供に高く、年度末までに全員が国語・算数の両教科を満点で終わらせることができた。

①②△
小規模校の特性を生かし、「人とかかわる力の向上」を土台に「自治の力」を育む場面の意図的な設定した。リーダーを分担し助け合う中で、責任と役割を考え行動する力が身に付きつつある児童が多い。
③〇
「学級（専科）経営」を校内研究の視点に定め、教師の力の向上が児童の心理的安全性に通じることを、全職員が学び合いを通じて実感することに繋がった。次年度へと継続していく。

①◎
卒業生の声として、２校交流での経験から中学校での人間関係をうまくスタートできたとの声も届いている。小規模校を卒業生にとって重要な活動であるとの認識を全職員で共有し、活動の充実を図っていく。

②〇
一昨年、市教委教育指導課からの依頼により、計画・実施した通称「にっこりプラン」は、３年目となり児童同士での交流も教員同士の連携も大変スムーズになった。本年度は、第５学年静岡移動教室、第６学年日光移動教室、演劇鑑賞教室も２校で合同実施し、充実した活動とすることができた。
①〇
小規模校の特性生かし、「全員の先生が全員の担任」という意識をもって指導に臨んでいる。
②△
道徳的な判断力、心情、実践意欲を育て、教科書とノートを効果的に活用しながら考える道徳、議論する道徳の実践を各学年で取り組んだ。しかしながら５名以下の学級が多いため、次年度からは、「議論」の活性化を目指し、２学年合同での道徳授業としていく。
③〇
上川いのちの日は、三十回を迎えたが、児童が自他の
いのちを守ることにしっかりと向き合い、意識を深める場面として大切にしている。
①◎
小規模校の特性を生かし、学校いじめ対策委員会は、いじめ以外の生活指導上のトラブルを含む些細な変化についても、全職員で共有する場として活用している。
（本年度、新規いじめ認知件数：０件）
②○
「学校はいじめを絶対に許さない！」という明確なメッセージを発信している。全教職員が全児童の指導者としての心と目をもち、不登校や差別、偏見、いじめ自他の生命に係る児童の言動・行動など人権に係る問題の予防、発見に努め、組織的・継続的な指導を推進した。
③△
交通・風雪災害の安全については、里山の多い地域環境と沿って指導をしている。デジタル機器の安全指導については、情報モラル的内容での指導が中心となってしまいがちである。「これからよりよく生きるためにどう正しく使うか」を指導する視点さらに加えていく。
①○
スクールカウンセラーや巡回心理士による保護者への面談、担任や管理職が保護者と共有・連携する相談体制など、個に応じた相談体制の選択肢を今後も充実させていく。（本年度相談できる大人のいる子:100％）
②△
学習する上での障害や困難さを取り除く合理的配慮のある手段として、ユニバーサルデザインの考えに基づいた学習環境の整備は、改善が必要である。
③〇
定期的な特別支援校内委員会だけでなく、臨時会も開き必要な支援について情報を共有するだけでなく、組織的な対応としての指示・周知をとることができた。
①◎
稲作活動では、NPO法人まちづくり上川の方々と市環境保全課のきめ細やかな支援により、児童が一連の農作業を本格的に体験させていただいている。今年度は、夏の酷暑を乗り越え、全校児童、全ボランティアで収穫の喜びを分かち合う活動となった。また「正しいラジオ体操教室」は、地元ラジオ体操会との連携によって、運動会にも大変数多くの地域の方の来校にもつながり、「子供たちの元気を地域に広げる」活動として大変有意義であった。次年度も継続できるよう、計画中である。
②〇
郷土に伝わる文化への理解と共に、人間関係づくりや高学年のリーダシップ育成の視点でも成果をあげている。今後は地域の文化財である獅子舞の担い手へのかけ橋となるような活動の活性化が必要と考える。
①〇
全学級が２週に１度以上の頻度で学級だよりを作成し保護者へ子供たちの様子を発信し続けている。また、学校HPも週３度は更新して配信している。次年度も継続していく。
②△
学童保育所や複数の放課後デイサービス施設と情報交換を行っている。残念ながら学区域内に保育園・幼稚園施設がなく、保幼小連携においては停滞している。
①△
小規模校化に向けた校務分掌組織の見直し、分掌の精選と合わせて働き方改革を推進している。若手教員を含め勤務時間外での在校は減少してきている。
②〇
毎週金曜日の「退勤前５分間机上整理」や「回収物・配布物一時保管ケース」の活用。都服務事故情報を活用した主幹教諭による啓発で防止に努めている。
③△
人権教育理解、服務事故防止、危機管理、体罰防止の４つの研修を「教育公務員としての自覚と資質を確認する重要研修」と位置づけ、周知・指導の徹底を今後も図り続けていく。



Ⅱ　次年度以降の課題と対応策
１ 基礎的・基本的な学力の向上
　　・学びに向かう「身構え・心構え・物構え」の指導の徹底と発達段階に応じた学習規律と学習習慣の徹底を図る。
・一人一台の学習用端末を活用した「個別最適化」された課題の設定への取り組みを推進する。
　　・話し合い能力を伸ばす対話的な学習の充実。隣接する学年での合同授業など、「話し合う」「考え合う」ことの必要な場面での環境づくりを行う。
　　　　　　教育課程届け出済　　1・2年生活・体育・図画工作・音楽・特別の教科道徳
３・4年体育・図画工作・音楽・特別の教科道徳

5・6年体育・図画工作・音楽・家庭・特別の教科道徳

　・学級経営力の向上をねらいとした校内研究「児童の心理的安定性を高める学級経営」の２年目の充実。加えて　　　校内実務研修、OJT「おしゃべりカフェ」を活用して教員相互に指導力を高める。
２ 組織力と行動力を生かした生活指導の推進
　　・小規模校だからこそできる、「共によりよく生きよう、人とのかかわりを大切にしよう」とする児童の自立した集団から自治的な集団へと育成する。
・いじめ問題対策委員会による情報共有の徹底。いじめの未然防止、認知、組織的解決、再発防止、共通理解へ向けた全教職員での徹底を行う。
　　・支援や配慮を必要とする児童への全教職員による支援とユニバーサルデザインの視点での学習環境の改善を継続する。
３ 「にっこりプラン（美山小との小小連携）」と「川口中学校区」の一貫教育に向けた連携の更なる推進
　　・美山小との５・６年宿泊行事の実施（２年目）とその他の全活動（４年目）の評価と見直しの実施。
　　・小中一貫教育を目指し、川口中学校と小学校４校による新たな連携に向けた「はちおうじっ子サミット
の活用を検討する。
・ComeBackDay （＝ 卒業中学生）における中学生の教育課程外の活動への参加を促す。
 　（例：田植え・稲刈り活動への参加、運動会の参加、150周年記念式典への参加）
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